













































































































































































































































































































その発展の過程は，ヘーゲルが言うように，an sichから für sich に移り，さらに an und für 
sichとなるのであるが，ここでは，論理的な見方即ち一者と他者の関係は für sichの形であり，













そして，西田は，デデキント 70の「或体系が自分の中に自分を写し得る時に無限である Ein 
System S heisst unendlich, wenn es einem echten Teile seiner selbst ähnlich ist.71」という考えや














































































































































し Aが在るならば，それなら Aは在る 111」ということを意味している。しかし，「若し Aが
























































































































  1 上田閑照によると「『自覚に於ける直観と反省』は，西田の思索を哲学的に徹底的に鍛えたものであ
り，厳密な意味ではじめての哲学的著作―西田の，そして日本の―というべきであろう」（1991年，
『西田幾多郎を読む』，岩波書店，264頁）ということである。
  2 西田幾多郎著，昭和 41年，『西田幾多郎全集　第二巻』，岩波書店，3頁。以下全集二 −3頁のように
表記する。
  3 同上書，4頁。
  4 全集十三 −23頁。なお，491頁以下の下村寅太郎の後記も参照。
  5 全集十六 −134頁。
  6 同上書，135頁。
  7 同上書，140頁。








 13 同上書，259～ 260頁。




 18 『善の研究』各編の初出論文及びその原形については拙著「最初期の西田哲学―その 2」（川村学園女
子大学研究紀要　第 23巻　第 1号　162頁　2012年 3月）を参照。













 27 『善の研究』では「真の純粋経験は何等の意味もない，事実其儘の現在意識あるのみ」（全集一 −10）
とされているが，純粋経験が深まって，意味や当為の問題が出てくる。




 32 全集一 −234頁。
 33 小坂国継著，1991年，『西田哲学研究―場所の論理の生成と構造―』，ミネルヴァ書房，9頁。
 34 全集一 −267頁。
 35 石神　豊著，2001年，『西田幾多郎―自覚の哲学―』，北樹出版，22頁。















 48 全集一 −254頁。
 49 アリストテレス著，出　隆訳，1968年，『アリストテレス全集　12　形而上学』，岩波書店，65頁。
 50 全集一 −254頁。
 51 石神　豊著，2001年，『西田幾多郎―自覚の哲学―』，北樹出版，29頁。
 52 全集一 −255頁。
 53 アリストテレス著，出　隆訳，1968年，『アリストテレス全集　12　形而上学』，岩波書店，65頁。






 58 全集一 −258頁。
 59 同上。
 60 同上書，260頁。
 61 同上書，261～ 262頁。
 62 同上書，262頁。
 63 同上。
 64 高坂正顕著，1947年，『西田幾多郎先生の生涯と思想』，弘文堂書房，88～ 89頁。
 65 全集一 −262頁。
 66 同上書，263頁。
 67 同上書，207～ 208頁。
 68 同上書，263頁。
 69 同上書，264頁。
 70 J.W.R. Dedekind（1831～ 1916） ドイツの数学者でブラウンシュヴァイクの工科大学教授。おもな業
績は，代数的整数論の確立であるが，数論によっても著名である。





 72 Josiah Royce（1855～ 1916） アメリカの哲学者でハーバード大学教授。客観的観念論を説く。ここ
で西田が取り上げているのは，ロイスの 1901年に出された The World and the Individual, 2vol., First 
series, supplementary essayである。
 73 全集一 −264頁。
 74 同上。
 75 石神　豊著，2001年，『西田幾多郎―自覚の哲学―』，北樹出版，32頁。
 76 全集一 −265～ 266頁。
 77 同上書，266頁。




 82 全集二 −4頁。
 83 石神　豊著，2001年，『西田幾多郎―自覚の哲学―』，北樹出版，69頁。
 84 同上。












 95 石神　豊著，2001年，『西田幾多郎―自覚の哲学―』，北樹出版，73～ 74頁。













ドイツ語の原文 Also der Begriff oder das Denken des Ich besteht in dem auf sich Handeln des Ich 
selbst; und umgekehrt, ein solches Handeln auf sich ein Denken des Ich, und schlechthin kein anderes 
Denken. Versuch einer neuen Darstellung der Wissenschaftslehre.が引用されている。このところは，
邦訳では「自我の概念或はその思惟は自我自身の自己へ向つての働らきに於て成立する，また逆に
自己自身へ向つてのかくの如き働らきは自我の思惟を与へそれ以外の何等の思惟をも全然与へな
い。」（フィヒテ著，木村素衛訳，1985年，『全知識学の基礎』上巻，岩波文庫，71頁）となっている。
109 同上書，59頁。
110 フィヒテ著，木村素衛訳，1985年，『全知識学の基礎』上巻，岩波文庫，101頁。
111 同上書，105頁。
112 同上書，107頁。
113 同上書，110頁。
114 同上。
115 同上。
116 同上書，114頁。
117 全集二 −59頁。
118 石神　豊著，2001年，『西田幾多郎―自覚の哲学―』，北樹出版，81頁。
119 全集二 −63頁。
120 同上。
121 同上書，64頁。
122 同上書，66頁。
123 同上。
124 同上書，68頁。
北　村　浩一郎
184
125 同上。
126 石神　豊著，2001年，『西田幾多郎―自覚の哲学―』，北樹出版，86頁。
127 同上書，87頁。
128 全集二 −69頁。
129 同上書，69−70頁。
130 同上書，3−4頁。
131 岡田勝明著，2000年，『フィヒテと西田哲学―自己形成の原理を求めて』，世界思想社，67頁。
132 上田閑照著，1991年，『西田幾多郎を読む』，岩波書店，303頁。
133 全集二 −290頁。
